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(54)【発明の名称】 超音波治療装置

(57)【要約】
【課題】  被治療者（患者）の被治療位置（患部）の指
定設定を迅速、確実、容易に行う。
【解決手段】  被検体内に超音波を送受波し、被治療部
位の超音波断層像を収集する診断用探触子と、前記被治
療部位に高エネルギー超音波を照射する治療用超音波振
動子と、前記診断用探触子で得られた超音波断層画像を
表示する超音波画像表示器と、該超音波画像表示器の表
示画面に被治療位置を指示する手段とを有する超音波治
療装置であって、前記超音波画像表示器としてタッチパ
ネル型超音波画像表示器を用い、該超音波画像表示器の
タッチパネルの表示画面上でスタイラスペンにより被治
療位置を指示設定することを特徴とする。



(2) 特開２００３－１９９７６１

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体内に超音波を送受波し、被治療部
位の超音波断層像を収集する診断用探触子と、前記被治
療部位に高エネルギー超音波を照射する治療用超音波振
動子と、前記診断用探触子で得られた超音波断層画像を
表示する超音波画像表示器と、該超音波画像表示器の表
示画面に被治療位置を指示する手段とを有する超音波治
療装置であって、前記超音波画像表示器としてタッチパ
ネル型超音波画像表示器を用い、該超音波画像表示器の
タッチパネルの表示画面上でスタイラスペンにより被治
療位置を指示設定することを特徴とする超音波治療装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体内に治療用超音
波振動子から高エネルギー超音波を照射して病巣部（患
部）を治療する超音波治療装置に関し、特に、治療する
被治療位置を表示超音波画像上でリアルタイムに指定す
る超音波治療装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波治療装置は、例えば、診断
用探触子で得られた断層画像に対して、画面上に表示さ
れたカーソルをマウスなどのポインティングデバイスを
移動させて、被治療部位を予め設定した後、照射開始ス
イッチにより照射を開始し、予め設定した時間が経過し
た後、照射を停止するものである（特開平１０－１９２
２８９号公報）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】前記従来の超音波治療
装置においては、通常、一回の照射で病巣部（患部）の
凝固壊死を起こす体積は小さいため、ある程度の体積に
対して治療を行うためには複数回の照射を行う必要があ
る。しかし、従来の超音波治療装置においては、照射す
べき部位を診断用探触子によって得られた断層画像上に
表示されたカーソルなどをマウスやトラックボールなど
ポインティングデバイスを移動させて設定する必要があ
るため、治療部位の設定に時間がかかる場合もあり、そ
の間に心拍、心臓、肺等の体動及び被治療者（患者）の
身体の動きにより治療すべき被治療位置が移動してしま
うという問題があった。
【０００４】本発明の目的は、超音波治療装置におい
て、治療部位の被治療位置設定を容易に行うことが可能
な技術を提供することにある。本発明の他の目的は、超
音波治療装置において、被治療者（患者）に対する安全
性を向上することができる。本発明の前記ならびにその
他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面
によって明らかにする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明の概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
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本発明は、被検体内に超音波を送受波し、被治療部位の
超音波断層像を収集する診断用探触子と、前記被治療部
位に高エネルギー超音波を照射する治療用超音波振動子
と、前記診断用探触子で得られた超音波断層画像を表示
する超音波画像表示器と、該超音波画像表示器の表示画
面に被治療位置を指示する手段とを有する超音波治療装
置であって、前記超音波画像表示器としてタッチパネル
型超音波画像表示器を用い、該超音波画像表示器のタッ
チパネルの表示画面上でスタイラスペンにより被治療位
置を指示設定することを特徴とする。
【０００６】本発明によれば、前記診断用探触子により
得られた断層画像をリアルタイムで観察しながら、前記
タッチパネル型超音波画像表示器のタッチパネルの表示
画面上でスタイラスペンにより被治療位置（患部）を指
示設定するので、その画像上で被治療位置を容易な操作
で迅速かつ確実に指示設定することができる。これによ
り、体動による患部の移動があった場合でも簡単に照射
部位の移動や照射の停止を行うことができ、被治療者
（患者）に対する安全性を向上することができる。
【０００７】以下に、本発明について、本発明による実
施形態（実施例）とともに図面を参照して詳細に説明す
る。なお、実施形態を説明するための全図において、同
一機能を有するものは同一符号を付け、その繰り返しの
説明は省略する。
【０００８】
【発明の実施の形態】図１は本発明の一実施形態の超音
波治療装置の概略構成を示すブロック図である。本実施
形態の超音波治療装置は、図１に示すように、スタイラ
スペン１と、タッチパネル２と、超音波画像表示器３
と、位置検出部４と、治療制御部５と、診断用探触子６
１と複数の振動子からなる治療用超音波振動子６２を両
者一体化した治療プローブ６と、超音波断層装置７とで
構成される。前記スタイラスペン１とタッチパネル２と
位置検出部４は、タッチパネル２の上においてスタイラ
スペン１を押し当てた場所の位置情報を位置検出部４に
より得ることができるものである。
【０００９】前記治療制御部（ＣＰＵ）５の遅延手段５
１は、図２に示すように、複数の遅延手段５１と、超音
波発振器５２と、遅延制御器５３とで構成されている。
また、治療用振動子６２は複数の振動子素子６２ａから
６２ｎからなる。前記遅延制御器５３により遅延制御さ
れたタイミングで、超音波発振器５２からの超音波発振
信号により、治療用振動子６２の所定の超音波振動子を
励起して超音波を発生させ、被治療位置（患部）に向け
て照射（放射）される。すなわち、照射超音波が被治療
位置（患部）に集束するように前記遅延制御器５３によ
り遅延制御されて照射される。これにより、照射超音波
の集束点６３が当該被治療位置（患部）に得られる。こ
のように動作することにより、被治療位置の病巣（患
部）を凝固壊死（加熱凝固による焼灼）させる。
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【００１０】前記治療プローブ６は、診断用探触子６１
と治療用振動子６２とからなる。前記診断用探触子６１
は、超音波断層装置７に接続され、生体内の治療部位の
超音波断層像を収集するものであり、通常の超音波診断
装置の探触子と同様に、超音波の発生源であると共に反
射エコーを受信する複数の振動子を有する。例えば、コ
ンベックス型に構成され、診断用探触子６１から照射さ
れる超音波ビームにより、扇型の断層面の超音波断層像
を収集して生体内の治療部位を観察できるようになって
いる。得られた超音波断層像は、超音波画像表示器３に
よって表示される。前記治療用超音波振動子６２は、治
療制御部（ＣＰＵ）５に接続され、治療を行う部位に高
エネルギー超音波を照射して病変部を焼灼するものであ
る。
【００１１】図２は前記治療制御部（ＣＰＵ）５の概略
構成を示すブロック図であり、５１は遅延手段、５２は
超音波発振器、５３は遅延制御器、６２は治療用振動
子、６３は超音波の集束点である。
【００１２】次に、前記治療制御部５の動作をさらに詳
しく説明する。ここでは、任意の場所にある集束点６３
に超音波を照射することを考える。図２に示すように、
振動子（素子）６２ｇから垂直方向に距離Ｌ

０
離れた位

置に集束点６３があるものとする。また、振動子（素
子）６２ａと６２ｇの距離をＰとする。
【００１３】なお、Ｐは振動子（素子）のピッチ間隔と
振動子（素子）数から計算できる。この時、振動子（素
子）６２ａから集束点６３までの距離Ｌａは、数１の式
で表わされる。各振動子（素子）も同様に計算される。
【００１４】
【数１】    Ｌａ＝√（Ｌ

０

２＋ｐ２）
ここで、生体中の音速をＶとすると、各振動子素子から
集束点６３に超音波が到達する時間ｔ

ｎ
は数２の式で表

わされる。
【００１５】
【数２】    ｔ

ｎ
＝Ｌ

ｎ
／Ｖ

そこで、それぞれの振動子（素子）からの超音波が同時
刻に集束点６３に到達するように各振動子（素子）に印
加される電気信号を遅延手段５１により遅延させる。す
なわち、前記した例では、遅延手段５１ａでは、遅延量
Ｄ

ｔａ
＝０とし、遅延手段５１ｇでは、Ｄ

ｔｇ
（＝ｔ

ａ

－ｔ
ｇ
）とする。これらの制御を遅延制御器５３により

行う。このように制御を行うことにより、超音波発振器
５２から同一位相にて送信した電気信号から集束点６３
で超音波が集束するよう動作する。
【００１６】このようにして、スタイラスペン１にて設
定された位置に超音波が照射される。次に、スタイラス
ペン１をタッチパネル２から離すことにより、超音波の
照射を停止する。このタッチパネル２を押すことや離す
ことを繰り返すことにより、照射位置を変えながら照射
を行うことが可能となる。また、タッチパネル２を押し
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たままスタイラスペン１を移動させることで順次照射位
置を変化させることも可能となる。
【００１７】なお、前記説明においては、スタイラスペ
ン１を用いて治療部位の設定を行っていたが、スタイラ
スペンを用いずに、例えば、指でもタッチパネルが対応
している場合、この方式が実現できる。
【００１８】次に、このように構成された超音波治療装
置の使用及び動作について図１を用いて説明する。ま
ず、図１に示す診断用探触子６１と治療用超音波振動子
６２とからなる治療プローブ６を被治療者（患者）の体
表から、あるいは手術中に開腹した状態における臓器表
面から目的とする治療部位のある生体内部を診断用探触
子６１が接続された超音波断層装置７の超音波画像表示
器３により観察する。
【００１９】この時の超音波画像表示器３で表示されて
いる画面の模式図を図３に示す。超音波画像表示器３中
に超音波画像３１が表示され、その中に臓器３２の断層
画像が得られている。さらに、これから治療を行いたい
部位として設定する場所を治療部位３３とする。超音波
集束波による加熱凝固による焼灼範囲は、１度の照射で
通常１×１×２ｍｍ程度の範囲であるため、照射位置を
変えながら複数回の照射が必要となる。
【００２０】次に、超音波画像表示器３に重ねて設置さ
れているタッチパネル２の上から治療を行う部位、すな
わち超音波を照射したい部位（図３においては治療部位
３３の中の任意に位置）にスタイラスペン１を使って位
置を指定する。
【００２１】指定された場所は、タッチパネル２から位
置情報として出力される。タッチパネル２によりスタイ
ラスペン１で押された場所を得る方法としては、超音波
表面弾性波方式や赤外線走査方式などがあり、超音波や
赤外線がスタイラスペンにより途切れた部分をＸ軸、Ｙ
軸で検出するものである。このタッチパネル２上の位置
をもとに、位置検出部４により探触子の位置との相対位
置がわかるので、治療制御部５に対して、超音波を照射
する位置を指示する。
【００２２】本実施形態によれば、前記診断用探触子６
１により得られた断層画像をリアルタイムで観察しなが
ら、前記タッチパネル型超音波画像表示器３のタッチパ
ネルの表示画面上でスタイラスペン１により被治療位置
（患部）を指示設定するので、その画像上で被治療位置
を容易な操作で迅速かつ確実に指示設定することができ
る。これにより、体動による患部の移動があった場合で
も簡単に照射部位の移動や照射の停止を行うことがで
き、被治療者（患者）に対する安全性を向上することが
できる。
【００２３】以上、本発明を前記発明の実施の形態に基
づき具体的に説明したが、本発明は、前記発明の実施の
形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない
範囲において種々変更可能であることは勿論である。
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【００２４】
【発明の効果】本願において開示される発明によって得
られる効果を簡単に説明すれば、下記の通りである。本
発明によれば、超音波治療装置において、被治療位置を
容易な操作で迅速かつ確実に指示設定することができ
る。これにより、体動による患部の移動があった場合で
も簡単に照射部位の移動や照射の停止を行うことがで
き、被治療者（患者）に対する安全性を向上することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一の実施形態の超音波治療装置の概略
構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態の前記治療制御部（ＣＰＵ）の概略
構成及びその動作を説明するための図である。 *
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*【図３】本実施形態の超音波治療装置の超音波画像表示
器の表画面上の画像を示す模式図である。
【符号の説明】
１…スタイラスペン                ２…タッチパネル
３…超音波画像表示器              ３１…超音波画像
３２…臓器                        ３３…治療部位
４…位置検出部                    ５…治療制御部
５１…遅延手段                    ５２…超音波発振
器
５３…遅延制御器                  ６…治療プローブ
６１…診断用探触子                ６２…治療用振動
子
６３…照射超音波の集束点          ７…超音波断層装
置

【図１】

【図２】

【図３】
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送和接收超声波并收集治疗区域的超声断层图像，以及用于以高能超声
波照射治疗区域的治疗性超声波振动。 超声波治疗仪，其具有孩子，用
于显示由诊断探头获得的超声波断层图像的超声波图像显示器以及用于
在超声波图像显示器的显示屏上指示治疗位置的装置。 该装置的特征在
于，将触摸面板型超声图像显示器用作超声图像显示器，并且通过手写
笔指示和设置治疗位置在超声图像显示器的触摸面板的显示屏上。 。
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